
2020年度 コロナ禍における
公共交通の確保維持に向けた取り組み

新 潟 市
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資料２



(1) コロナ禍における公共交通利用者数
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3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2019年度(R1) 1,906 1,942 1,910 1,989 2,117 1,960 1,911 1,999 1,963 2,022 1,929 1,769 1,450

2020年度(R2) 1,450 1,179 1,030 1,506 1,653 1,408 1,571 1,697 1,557 1,652 1,525 1,413 1,571

前年比 76% 61% 54% 76% 78% 72% 82% 85% 79% 82% 79% 80% 108%
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路線バス利用者数の推移（月別）
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コロナ禍における公共交通利用者数【路線バス】
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※ 路線バスは新潟交通（株）が運行する路線バスの利用者数（新潟交通㈱HPより）
※ 路線バスの利用者数には、佐渡汽船線、空港リムジンバス線、免許センター線、観光循環線、イベント臨時バスは含まない

2020年度利用者数 対前年比77％
3月の比較は

コロナ禍での前年
同月比となる

（千人）

計(2020年度)

22,960

17,761

77%

（単位：千人）



コロナ禍における公共交通利用者数【区バス】
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※ 南区（まちなか循環ルート）は、2019年度の社会実験から2020年度に区バスに移行。比較条件を揃えるため2019年度社会
実験の利用者数を区バスの利用者数に計上している

※ 西区（坂井輪ルート）は、2018年度の住民バスから2019年.4月に区バスに移行。比較条件を揃えるため2020年1～3月の住
民バス利用者数を区バスの利用者数に計上している

※ 路線バス延伸型のバス利用者数は半年ごとに集計され、比較条件を揃えるため便宜的に利用者数に計上していない

2020年度利用者数 対前年比83％

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2019年度(R1) 28 29 28 29 31 27 29 29 29 30 27 26 18

2020年度(R2) 18 16 15 25 26 22 24 27 25 26 20 23 26

前年比 66% 56% 54% 87% 86% 81% 84% 91% 87% 89% 74% 91% 140%
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3月の比較は
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（単位：千人）



コロナ禍における公共交通利用者数【住民バス】
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※ 西区（坂井輪ルート）は、2018年度の住民バスから2019年.4月に区バスに移行。比較条件を揃えるため2020年1～3月の住
民バス利用者数を区バスの利用者数に計上している

※ 路線バス延伸型のバス利用者数は半年ごとに集計され、比較条件を揃えるため便宜的に利用者数に計上していない

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2019年度(R1) 9 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 9 7

2020年度(R2) 7 6 5 7 9 7 8 9 8 10 8 9 9

前年比 72% 56% 50% 75% 85% 72% 83% 89% 83% 94% 82% 99% 126%
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3月の比較は
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2020年度利用者数 対前年比82％

（千人）



コロナ禍における公共交通利用者数【空港リムジンバス】
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2020年度利用者数 対前年比41％

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2019年度(R1) 22 19 21 21 21 26 24 24 25 22 18 18 11

2020年度(R2) 11 5 4 4 7 8 13 14 14 11 7 6 10

前年比 50% 26% 18% 18% 31% 29% 53% 57% 58% 53% 39% 32% 93%
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（千人）

計(2020年度)

249

102

41%

3月の比較は
コロナ禍での前年

同月比となる

（単位：千人）



コロナ禍における公共交通利用者数【タクシー】
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※ タクシー利用者数は、新潟市ハイヤータクシー協会からの情報提供（協会員22社における利用者数）
個人タクシーは含まれない

2020年度利用者数 対前年比59％

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2019年度(R1) 537 503 477 501 537 570 477 478 477 543 464 420 310

2020年度(R2) 310 177 160 257 323 298 302 338 324 367 278 252 301

前年比 58% 35% 34% 51% 60% 52% 63% 71% 68% 67% 60% 60% 97%
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計(2020年度)

5,758

3,377

59%

（単位：千人）



コロナ禍における公共交通利用者数
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・本市では2020年2月末に新型コロナウイルス感染が初めて確認されて以降、緊急事態
宣言（4月16日全国対象）に伴う外出自粛等により、公共交通利用者が大幅に減少。

・路線バスにおいては、夏以降、緩やかな利用回復基調であったが、秋から冬季にかけ
て頭打ちの傾向がみられ、2020年度は前年比で8割に満たない回復状況。

・一方、区バス・住民バスにおいては、路線バスと同様の傾向がみられるが、秋以降も回
復を続け、2021年3月においては前年同月比で9割を超えるまでに回復した。路線バス
と比べ通学者や通院利用者などの利用割合が多いと推測され、より大きな回復傾向が
みられた。一方、一斉休校の際の落ち込みは大きかった。

・空港リムジンバスにおいては、Go To トラベルなどに伴い夏から秋季にかけて若干の回
復傾向がみられたものの、依然として低調な国内外移動の影響により、前年比で4割程
度に落ち込んでいる。

・市内タクシー事業者においては、バス利用者と同様の傾向がみられるが、飲食店の営
業自粛等による影響に伴い、その落ち込み度合はさらに深刻であり、前年比で6割程度
となっている。



(2) コロナ禍における取り組みについて
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2020年度 新潟市 コロナ禍における取り組み

2020年度 新潟市 コロナ禍における取り組み
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事 業 名 支援実績

①バス・タクシー事業者緊急支援事業 82,400千円

②県内高速バス運行支援事業 7,500千円

③区バス車両感染対策事業 75,400千円

④タクシー事業者デリバリーサービス補助事業 1,400千円

⑤非接触型キャッシュレス決済導入実証実験事業 57,800千円

⑥未来に向けたバス・タクシー利用者支援事業 171,200千円

⑦未来につなげる公共交通キャンペーン事業 8,800千円

計 404,500千円

新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、旅客需要が大幅に減少しているなか、公共
交通ネットワークを確保維持するために各種支援や実証実験、キャンペーンなどを展開



2020年度 新潟市 コロナ禍における取り組み
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新型コロナウイルス感染症
市内確認

緊急事態宣言など移動自粛要請に伴い、公共交通事業者の経営維持を目的に緊急的に支援を行ったもの
①バス・タクシー事業者緊急支援事業
②県内高速バス運行支援事業

緊急事態宣言が解除され、人の移動量が回復傾向に向かうことを見越し、利用者が安心して利用できる環
境整備に対し支援を行ったもの
③区バス車両感染対策事業
④タクシー事業者デリバリーサービス補助事業
⑤非接触型キャッシュレス決済導入実証実験事業

未来に向けて公共交通を確保維持していくため利用者へのインセンティブや広報を行ったもの
⑥未来に向けたバス・タクシー利用者支援事業
⑦未来につなげる公共交通キャンペーン事業

【第1ステップ】直接的支援

【第2ステップ】コロナ対策環境整備支援

【第3ステップ】利用促進支援

緊急事態宣言
全国対象



①バス・タクシー事業者緊急支援事業

新型コロナウイルス感染拡大防止に向けた国の緊急事態宣言及び県の措置等の影響下においても、市内公共
交通網の維持に努めた交通事業者に対し、運行支援を実施

◇支援対象者
市内に営業所（個人事業者は住所）を置く乗合バス、貸切バス、法人及び個人タクシー事業者で、今後も事業を

継続する意思がある者
〇 一般乗合・貸切旅客自動車運送事業者（乗合バス・貸切バス）
〇 一般乗客用旅客自動車運送事業者（法人タクシー）
〇 一般乗客用旅客自動車運送事業者（個人タクシー）

◇支援内容

◇支援実績
乗合バス事業者10社、貸切バス事業者16社、法人タクシー事業者30社、個人タクシー事業者350社に支援を

実施（実績額：82,400千円）

支援対象 支 援 額

乗合バス 基本額 50万円※
加算額 各事業者が市内の営業所に配置する事業用車両１台につき5万円貸切バス

法人タクシー
基本額 25万円※
加算額 各事業者が市内の営業所に配置する事業用車両１台につき2万円

個人タクシー
基本額 なし
加算額 各事業者が市内の営業所に配置する事業用車両１台につき2万円
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※バス、タクシー両方を運行している事業者に関しては、バス基本額のみ適用となり、加算額についてはバス、タクシー両方適用



②県内高速バス運行支援事業
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新型コロナウィルス感染拡大の影響を受け、県内高速バスの利用者が減少し、路線の減便や廃止が懸念される
状況にあったことから、県と沿線市が共同し、通勤や通学をはじめ市民の生活交通として利用されている県内高速
バスの運行継続に対して、一時的な支援を実施

◇支援路線
・県内高速バス ５路線
（長岡線、上越線、燕・三条線、十日町線、五泉村松線）

◇支援内容
・県内高速バスの運行継続のため、コロナ影響に伴う減収分の1/2を協調補助（県：沿線市）

◇支援実績
・運行事業者6社に対し支援を実施（実績額：7,500千円）

イメージ



③区バス車両感染対策事業

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策として、既存区バスに車内換気システムの装備を架装するほか、
今後入替予定の車両について、換気システムを装備した小型ノンステップバス車両へ入替え、安心して区バスを
利用できる環境整備を実施
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①入替台数
・３台 （東区2台、江南区1台）

②内容

〇車内換気システムを備えた車両の入替

●小型ノンステップバス車両入替
・車両費
・バス専用電動換気扇

〇既存区バス車両への車内換気システムの架装

①架装台数（小型ノンステップバス車両）

②内容

・６台 （西蒲区１台、南区２台、西区２台、江南区１台）

●車内換気システム架装 ・バス専用電動換気扇

バス専用電動換気扇

イメージ

小型ノンステップバス車両

◇実績：上記6台に架装（実績額：2,100千円）

◇実績：2021年10月に上記3台入れ替え予定（予算額：73,300千円）



④タクシー事業者デリバリーサービス補助事業

公共交通を確保維持しつつ、経済を活性化する取り組みとして、飲食店のデリバリーサービスを実施するタクシー
事業者に対し経費の補助を実施
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準備経費

配 達 料

上限：１ 万 円／台
（上限：１０万円／事業者）

２５０円／配達
（上限：１１０万円／法人、１１万円／個人）

補 助 内 容

• 市内に営業所を有する（個人事業主においては住所をおく）タク
シー事業者であること

• 貨物自動車運送事業法第３条に基づく一般貨物自動車運送事
業の許可、または道路運送法第７８条第３号の特例許可を得て
いるタクシー事業者であること

• 市内の飲食店等と配送事業の契約等を締結し、市域内でデリバ
リーサービスを実施すること

• デリバリーサービスを１カ月以上実施すること
• 事業者が任意に設定する配達料から５０円以上値引いたデリバ

リーサービスを実施すること など

主 な 補 助 要 件

◇補助実績
9事業者に対し補助を実施（実績額：1,400千円）



⑤非接触型キャッシュレス決済導入実証実験事業

新型コロナウイルス感染症拡大の要因となる接触機会を減らし、感染抑制に向けた衛生環境を構築するとともに、
利用者の利便性向上を図るため、りゅーとカードが未導入の区バス及び観光循環バスにおいてキャッシュレス決済
システムの導入実証実験を実施
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対 象 路 線
・秋葉区バス【対ｷﾛ運賃】
・南区バス(まちなか循環ルート)【均一運賃】
・観光循環バス【１日乗車券】

・北区バス【均一運賃】
・西蒲区バス【対ｷﾛ運賃】

実 施 内 容
・運賃精算
・クーポンの発行
・乗降データの取得

・運賃精算

決 済 種 類
・クレジットカード
・キャリア決済（ドコモ、au、ソフトバンク）
・ＰａｙＰａｙ

・ＰａｙＰａｙ

実 施 期 間 2021年3月22日 ～ 2024年3月31日

■『新潟市らくらくチケレス』の導入
※新たに開発した決済システム

■『ＰａｙＰａｙ決済』の導入
※既存のシステム

◇実績
対象路線にシステムを導入し実証実験を実施中（実績額：57,800千円）



⑥未来に向けたバス・タクシー利用者支援事業
将来に向け公共交通の利用促進を図ることを目的に、バスやタクシーの利用者に対して支援を実施

実施期間：2020年11月9日～2021年3月31日
実績額：171,200千円
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（１）りゅーとポイントチャージ等（3,000円分）をプレゼント
【対象】市内に住民票を有する13～18歳及び市外から通学する中高生

市内の大学及び専門学校に在学している学生 （約82,000人）
・新潟交通ICカード「りゅーと」ポイントまたは区バス、住民バス等

共通回数券(いずれも3,000円分)と引換えが可能なチケットを配布

・実績：引換者数25,079人（対象者82,000人のうち約30.6%）
執行額：94,700千円

（２）ぶらばすチケットの半額購入補助（1日乗車券）
【対象】すべての利用者

・新潟交通㈱が販売する1日乗車券「ぶらばすチケット」購入料金の半額を補助
大人：1,000円⇒500円 小人：500円⇒250円

・実績：販売枚数23,304枚
執行額：11,600千円

（３）タクシーチケットの配布（300円券、約1,400台×200枚）
【対象】すべての利用者

・市内で運行するタクシーを利用すると、次回の利用時に使用
できるタクシーチケット（300円分）をタクシー車内で配布

・実績：使用枚数216,474枚（使用率76.4%）
執行額：64,900千円



⑥未来に向けたバス・タクシー利用者支援事業
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学生に引き換えチケットを送付する際に
モビリティ・マネジメント広報物を同封



⑦未来につなげる公共交通キャンペーン事業

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う外出自粛や新しい生活様式の導入により、公
共交通の利用者数が大幅に減少している現状を踏まえ、先ずは利用者の減少を留め、
公共交通を未来に残していくための利用促進に係る広報キャンペーンを実施

コロナ禍においても継続して公共交通を利用
いただいている利用者に感謝の意を伝える広報（車内掲示等）

仕事術を介し行動変容を促すオウンドメディア創設未来につなげる公共交通サポーター企業制度創設

19

◇実績
・オウンドメディア創設（2021年7月9日時点 UU：7,282人、PV：16,705）
・JR東日本新潟支社管内駅舎や新潟交通グループ路線バス及び一部タクシー事業者車内に広報物掲載
・サポーター企業数：25社（ 2021年7月9日時点） ・キャンペーン全体実績額：8,800千円



【 まとめ 】
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・本市における2020年度の公共交通利用者数は、新型コロナウイルス感
染症の影響により、バス・タクシー共に大幅に減少した。
（前年度比：41％～83％）

・このような状況を踏まえ、2020年度は緊急的な措置として、公共交通
事業者・利用者に向けた支援を行うとともに、公共交通の利用促進に向
けた広報等を実施した。

・新型コロナウイルス感染症の影響は今なお収束しない状況にあり、今後
も必要に応じた支援や利用促進策が求められるなか、新たな生活様式
に基づく移動の実態を確実に把握しながら、ネットワークの確保維持を
図っていく必要がある。


